
ケ　
コ　
ヴ　
ァ　
島　
を　

訪　
れ　
る　
に　
は　
・　・　・　

水　
中　
遺　
跡　
の　
あ　
る　
ケ　
コ　
ヴ　
ァ　
島　
へ　
は　
、　
海　
か　
ら　
ア　

プ　
ロ　
ー　
チ　
す　
る　
こ　
と　
を　
お　
す　
す　
め　
。　
カ　
シ　
か　
、　
デ　
ム　

レ　
か　
ら　
出　
る　
船　
に　
乗　
っ　
て　
出　
発　
。　
水　
中　
遺　
跡　
を　
見　
る　

為　
に　
、　
最　
終　
的　
に　
船　
に　
乗　
ら　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
の　

で　
あ　
れ　
ば　
、　
ト　
ル　
コ　
一　
と　
う　
た　
わ　
れ　
る　
美　
し　
い　
海　
で　

泳　
ぐ　
こ　
と　
も　
で　
き　
る　
船　
ル　
ー　
ト　
の　
方　
が　
数　
倍　
楽　
し　

い　
！　
　　
そ　
し　
て　
、　
せ　
っ　
か　
く　
こ　
こ　
ま　
で　
来　
た　
の　
な　
ら　

欲　
張　
っ　
て　
、　
サ　
ン　
タ　
ク　
ロ　
ー　
ス　
由　
縁　
の　
教　
会　
や　
岩　
壁　

遺　
跡　
を　
見　
学　
し　
な　
い　
手　
は　
な　
い　
！　
　　

時　
間　
の　
な　
い　
人　
に　
は　
、　
ア　
ン　
タ　
ル　
ヤ　
か　
ら　
往　
復　
一　

二　
時　
間　
で　
強　
行　
日　
帰　
り　
ツ　
ア　
ー　
を　
。　
ク　
ル　
ー　
ジ　
ン　
グ　
、　

教　
会　
、　
遺　
跡　
見　
学　
も　
含　
ま　
れ　
て　
い　
て　
便　
利　
。　

デ　
ム　
レ　
で　
聖　
ニ　
コ　
ラ　
ウ　
ス　
教　
会　
と　

ミ　
ラ　
の　
岩　
壁　
遺　
跡　
を　
見　
学　

ト　
ル　
コ　
の　
地　
中　
海　
に　
来　
て　
、　
「　
サ　
ン　
タ　
ク　

ロ　
ー　
ス　
」　
と　
い　
わ　
れ　
て　
も　
、　
ち　
ょ　
っ　
と　
不　
似　

合　
い　
な　
気　
が　
す　
る　
が　
、　
ど　
う　
し　
て　
ま　
た　
サ　
ン　

タ　
ク　
ロ　
ー　
ス　
が　
ト　
ル　
コ　
に　
と　
い　
う　
疑　
問　
を　
抱　

い　
て　
教　
会　
を　
訪　
ね　
て　
見　
る　
。　
近　
年　
教　
会　
を　
保　

護　
す　
る　
為　
に　
建　
物　
全　
体　
を　
覆　

う　
屋　
根　
も　
建　
設　
さ　
れ　
、　
景　
観　

は　
い　
ま　
一　
つ　
だ　
が　
、　
中　
は　
、　

割　
合　
広　
く　
、　
教　
会　
の　
前　
で　
待　

っ　
て　
い　
る　
サ　
ン　
タ　
ク　
ロ　
ー　
ス　

の　
銅　
像　
だ　
け　
が　
、　
こ　
こ　
が　
サ　

ン　
タ　
ク　
ロ　
ー　
ス　
と　
縁　
り　
の　
あ　

る　
教　
会　
だ　
と　
い　
う　
こ　
と　
を　
物　

語　
っ　
て　
い　
る　
。　

次　
の　
見　
学　
地　
、　
岩　
壁　
遺　
跡　
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トルコ海の楽 園
ジェンネット 「 知る人ぞ知るココはケコヴァ」

巻頭のギュネイバトゥ・シリーズでご紹介した「ケコヴァ」は、日本人の間でもトルコの海、

もしくは遺跡好きならみんなが知っている地味ながら、有名な町。もちろんトルコ人の間では、伝説の町。

通常海から船でアプローチするその不便さがこの町の雰囲気を独特のものにしている。

海の美しさとその摩訶不思議な雰囲気を味わう為にイザケコヴァへ！

海 情 報

1 ノエル・ババとは「クリスマスのお父さ

ん」、つまり、サンタクロースのことで

ある。聖ニコラウス教会とミラの遺跡の

あるデムレにはここから入る。

教会前に本当に立ってい

る聖ニコラウスの像。2

リアルな表情を浮かべたレリーフ

が至るところに転がっている。3

この辺り一帯に見られる岩崖遺跡4



は　
、　
教　
会　
か　
ら　
も　
見　
え　
る　
町　
の　
背　
後　
に　
迫　

っ　
た　
岩　
山　
に　
あ　
る　
。　
遺　
跡　
の　
周　
囲　
に　
は　
目　

を　
見　
開　
き　
、　
口　
を　
大　
き　
く　
開　
け　
た　
石　
の　
顔　

の　
レ　
リ　
ー　
フ　
が　
転　
が　
っ　
て　
い　
て　
、　
異　
様　
な　

雰　
囲　
気　
を　
醸　
し　
出　
し　
て　
い　
る　
。　
遺　
跡　
に　
向　

か　
う　
道　
端　
に　
は　
、　
お　
土　
産　
用　
に　
、　
瓢　
箪　
で　

作　
ら　
れ　
た　
サ　
ン　
タ　
ク　
ロ　
ー　
ス　
人　
形　
も　
売　
ら　

れ　
て　
い　
る　
。　

伝　
説　
の　
ケ　
コ　
ヴ　
ァ　
島　
と　
ス　
ィ　
メ　
ナ　
城　

「　
海　
と　
い　
え　
ば　
海　
水　
浴　
場　
」　
と　
い　
う　
概　

念　
を　
く　
つ　
が　
え　
さ　
れ　
る　
ワ　
イ　
ル　
ド　
な　
水　
遊　

び　
。　
船　
が　
錨　
を　
下　
ろ　
し　
た　
ら　
、　
即　
Ｔ　
シ　
ャ　

ツ　
を　
脱　
い　
で　
海　
に　
ド　
ボ　
ン　
。　
透　
け　
て　
見　
え　

る　
自　
分　
の　
足　
を　
見　
て　
い　
る　
と　
、　
身　
体　
ご　
と　

緑　
青　
の　
ゼ　
リ　
ー　
に　
漬　
か　
っ　
て　
い　
る　
よ　
う　
な　

気　
が　
し　
て　
く　
る　
。　

ケ　
コ　
ヴ　
ァ　
島　
対　
岸　
の　
町　
、　
ス　
ィ　
メ　
ナ　
城　

に　
着　
い　
て　
、　
町　
の　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
で　
食　
べ　
る　

ビ　
ュ　
フ　
ェ　
式　
料　
理　
や　
、　
船　
の　
上　
で　
食　
べ　
る　

ラ　
ン　
チ　
も　
格　
別　
。　
ツ　
ア　
ー　
に　
含　
ま　
れ　
る　
料　

理　
は　
、　
た　
い　
し　
た　
こ　
と　
な　
い　
と　
あ　
な　
ど　
れ　

な　
い　
。　
マ　
カ　
ロ　
ニ　
ス　
パ　
ゲ　
ッ　
テ　
ィ　
が　
、　
こ　

ん　
な　
に　
美　
味　
し　
く　
感　
じ　
る　
こ　
と　
は　
な　
い　
。　

町　
中　
に　
い　
る　
し　
つ　
こ　
い　
物　
売　
り　
は　
、　
周　

囲　
が　
ど　
ん　
な　
に　
ひ　
な　
び　
て　
見　
え　
て　
も　
こ　
こ　

が　
ト　
ル　
コ　
一　
の　
観　
光　
地　
で　
あ　
る　
こ　
と　
を　
表　

わ　
し　
て　
い　
る　
。　
ケ　
コ　
ヴ　
ァ　
近　
辺　
の　
、　
リ　
ゾ　

ー　
ト　
地　
と　
し　
て　
の　
地　
価　
は　
相　
当　
な　
も　
の　
。　

ト　
ル　
コ　
の　
大　
金　
持　
ち　
は　
こ　
こ　
に　
ヘ　
リ　
コ　
プ　

タ　
ー　
で　
乗　
り　
付　
け　
る　
と　
か　
。　「　
も　
し　
、　
こ　
こ　

に　
土　
地　
を　
持　
っ　
て　
い　
れ　
ば　
、　
大　
金　
持　
ち　
だ　
」　

と　
船　
の　
ガ　
イ　
ド　
は　
語　
っ　
た　
。　

ス　
ィ　
メ　
ナ　
城　
か　
ら　
対　
岸　
に　
見　
え　
る　
の　
が　

ケ　
コ　
ヴ　
ァ　
島　
。　
ス　
ィ　
メ　
ナ　
（　
カ　
レ　
村　
）　
と　

対　
岸　
の　
島　
は　
、　
か　
つ　
て　
一　
つ　
の　
町　
だ　
っ　
た　
。　

そ　
の　
昔　
、　
地　
震　
で　
地　
面　
が　
沈　
没　
し　
て　
海　
水　

が　
流　
れ　
込　
み　
、　
家　
々　
が　
海　
に　
沈　
ん　
で　
し　
ま　

い　
、　
海　
中　
遺　
跡　
と　
な　
っ　
た　
。　

ガ　
イ　
ド　
ブ　
ッ　
ク　
に　
「　
遺　
跡　
で　
泳　
ぐ　
」　
と　

い　
う　
表　
現　
も　
あ　
る　
が　
残　
念　
な　
が　
ら　
、　
こ　
の　

周　
囲　
は　
遺　
跡　
保　
護　
の　
為　
、　
遊　
泳　
禁　
止　
。　

イ　
タ　
リ　
ア　
の　
ポ　
ン　
ペ　
イ　
遺　
跡　
が　
土　
に　
埋　

っ　
た　
町　
な　
ら　
、　
ケ　
コ　
ヴ　
ァ　
は　
海　
に　
沈　
ん　
だ　

町　
。　
ケ　
コ　
ヴ　
ァ　
島　
も　
必　
見　
の　
価　
値　
が　
あ　
る　
。　

そ　
れ　
ば　
か　
り　
で　
な　
く　
、　
岩　
壁　
遺　
跡　
、　
サ　

ン　
タ　
ク　
ロ　
ー　
ス　
の　
教　
会　
、　
ク　
ル　
ー　
ジ　
ン　
グ　
、　

石　
棺　
の　
風　
景　
。　
こ　
ん　
な　
に　
盛　
り　
だ　
く　
さ　
ん　

の　
ケ　
コ　
ヴ　
ァ　
の　
旅　
、　
絶　
対　
お　
す　
す　
め　
！　
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デムレ

地 中 海

トルコ全土地

カシ

アンカラ

遺跡

ミラ

聖ニコラウス教会

スィメナ城

海中遺跡のある地域

石棺

アンタルヤ→

←フェティエ

アクセス：
①　ダラマン空港へ約１時間→
カシまでバスで約３時間→カシ
から船でケコヴァツアーあり

（通常ミラ観光は含まれない）

②　アンタルヤ空港へ約１時間
→ デムレまでバスで約４時間→
ミラ観光後→ デムレ近くの船着
き場で船に乗り、ケコヴァまで。

＊デムレとケコヴァ島の両方を
観光するなら、１泊は必要。こ
の周辺で宿泊するなら、デムレ
よりカシの方が港町であるし、
雰囲気のある宿が多い。

③　アンタルヤ空港へ約１時間
→ アンタルヤから曜日によって
ケコヴァ＆ミラ日帰りツアーあ
り。往復1 2時間ほど。

5

6

7

8

スィメナ（カレ）

ウチアウズ

ケコヴァ島

岩肌にニョキニョキと生えた家型の墓は、小人の家のようで、ケコヴァ

の神秘的な雰囲気を作り出している。

干潮の時に出かけた方がケコヴァの海中

遺跡がよく見えるとガイドブックに書い

てあったが、地元の人に聞くと「干潮」

とは何か知らない様子。 デムレから車で５分ほどの埠頭から船に乗り、一路ケコヴァへ。

まさにクルージングの醍醐味。美しい湾に来ると、船から海へ
飛び込む！足が届かないところで泳げない人でも、絶対泳いで

見たくなる。

夕日にシルエットを浮かべるカレ町のスィメナ城。


